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研究成果の概要（和文）：本研究では、HBV感染個体におけるエキソソームの解析を行った。HBV感染ヒト肝臓置
換キメラマウスの血清中に含まれるエキソソーム（HBV-Exo）よりウイルスの遺伝子が検出された。さらに
HBV-Exoは肝細胞に接着することが明らかとなった。またHBV-ExoはHBVに対する中和抗体に対して抵抗性を有す
ることが明らかとなった。続いてエキソソームを介したHBV感染を防止すべく、細胞性免疫を誘導する新規予防
ワクチンの開発を試みた。HBs-LとHBcをカルボキシポリマー基剤と鼻粘膜に投与することで強い細胞性免疫応
答・液性免疫応答を誘導することができた。

研究成果の概要（英文）：We investigated the extracellular vesicle (EV)-mediated transmission of 
hepatitis B virus (HBV) infection. Purified EVs from sera of HBV-infected chimeric mice with human 
liver contain viral DNA and to be capable or transmitting HBV DNA to naive hepatocytes. These 
HBV-DNA transmitting EVs were resistant to antibody neutralization. To establish a protective 
vaccine which can block HBV infection via EVs, we evaluated the effects of intranasal vaccination 
with HBs and HBc. Intranasal immunization with HBs-L and HBc formulated with CVP strongly induced 
cellular and humoral immune responses.

研究分野：ウイルス学

キーワード： HBV　エキソソーム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、エキソソームがHBVの産生機構および感染機構に関与していることが示唆された。本研究をさら
に進めていくことで、現在問題となっているワクチン接種者でのHBV感染のメカニズムの解明につながっていく
ものと考えられる。また細胞性免疫を効率的に誘導できる免疫法に関して、基礎的なデータを得ることができ
た。本研究によって得られたデータは、エキソソームを介した感染を防御できる予防法の構築につながるものと
考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

B型肝炎ウイルス（HBV）は、ヒトに持続感染することで、慢性的な肝炎を引き起こし、やが

ては肝硬変・肝細胞癌を引き起こす。全世界において約 3億 5千万人もの慢性 HBV感染者がい

ると考えられており、公衆衛生学上重要な問題となっている。HBV 感染に対する予防ワクチン

は既に存在しているものの、ワクチン接種者が HBVに感染する事例が報告されていることから、

ワクチンを回避するメカニズムの存在が示唆されており、本機構の解明および対策は急務とな

っている。 

先の研究において、HBV を感染させたヒト初代培養肝細胞の培養上清より分離したエキソソ

ーム（HBV-Exo）には、HBV-DNAが存在していることが示された。またエキソソームのマーカ

ー蛋白質である CD81および HBVの各種ウイルス蛋白質に対する抗体で免疫染色を行い、超高

解像度顕微鏡であるSTED顕微鏡により観

察を行ったところ、HBc（ウイルスのコア

粒子）蛋白質と CD81の共局在が観察され

た。以上の結果から、エキソソームには

HBV-DNA を伴うコア粒子が内包されてい

ると考えられた。さらに、HBV-Exoをヒト

初代培養肝細胞に接種したところ、細胞へ

のウイルスの感染および複製が確認され、

HBV-Exo が感染性を有していることが示

された。また HBV ワクチンの免疫原とな

っている HBsに対する抗体を用いて HBV-

Exoの中和試験を行ったところ、ウイルス

は中和されるのに対して、HBV-Exoは有意に抵抗性を示した。 

これらの結果から、これまで考えられていた HBVの産生・感染経路とは別に、エキソソーム

を介した HBV産生・感染経路が見出された（図 1）。本研究では、細胞系およびモデル動物を用

いて、エキソソームを介した HBV感染に関する全体像の解明を試みる。 

 

２．研究の目的 

本研究では、HBVの新たなる産生経路、侵入経路としてエキソソームに着目し、HBV-Exoの

性状を明らかにする。さらに、HBV感染モデル動物を用いて、HBV-Exo感染に対する抗 HBV抗

体の有効性を検証すると共に、HBV-Exo感染に有効な免疫法の検証を行う。 

 

３．研究の方法 

(1) 感染動物からの HBV-Exo の検出および性状解析 

重度免疫複合不全（SCID）マウスの肝臓をヒトの肝臓に置換したキメラマウスに HBVを感染

させ、感染後 10 週目の個体より血清を採取した。その後、血清よりエキソソーム画分（HBV-

Exo）を抽出した。血清よりエキソソーム画分を除去したものを HBV-Virusとした。これらウイ

ルス感染動物由来の HBV-Exoおよび HBV-Virusにウイルスが存在するかを検証するために、遺

伝子を抽出し、HBV-DNAの定量を行った。続いて、これらの画分に存在する遺伝子が、感染性

を示すのかを検証すべく、HBV感染のレセプターである NTCPを発現させた HepG2 細胞に感

染させ、ウイルス遺伝子量を解析した。さらには HBV-Exo が HBV に対する中和抗体に対して

抵抗性を持つのかを解析すべく、中和試験を実施した。 



 

(2) HBV-Exo 感染に対するワクチンの予防効果の検討 

HBV-Exo感染に対する予防法を構築するために、HBV感染モデル動物であるツパイを用いて

免疫実験を行った。免疫原には、①現行の HBV 予防ワクチンにも使用されている HBs-small 

(HBs-S)、②HBs-S、preS1、preS2からなる HBs-large (HBs-L)、③細胞性免疫の誘導が期待さ

れる HBcの 3種類のウイルス蛋白質を用いた。これらの免疫原をツパイに皮下接種もしくは鼻

粘膜接種し、その後に誘導される免疫応答を経時的に解析した。 

 

４．研究成果 

(1) 感染動物からの HBV-Exo の検出および性状解析 

HBV 感染キメラマウスの血清よりエ

キソソームを抽出し、解析を行ったとこ

ろ、感染個体のエキソソームよりウイル

スの遺伝子が検出された。さらにこのエ

キソソーム（HBV-Exo）を肝細胞へ接種

すると、肝細胞に接着することが明らか

となった。また HBVに対する中和抗体

を用いた中和試験を行ったところ、エキ

ソソーム画分ではないウイルス（HBV-

Virus）の肝細胞への接着は中和抗体に

よって阻害されたの対して、HBV-Exo

の接着は、中和抗体では阻害されなかった（図 2）。以上の結果から、培養細胞だけでなく、ウ

イルス感染動物においてもエキソソームに内包された HBVの存在が示された。 

 

(2) HBV-Exo 感染に対するワクチンの予防効果の検討 

HBsは HBVの外殻を構成する蛋白質

で細胞への感染に重要な役割を担って

いる。そのため、現行の HBV 予防ワク

チンでは HBsが使われている。しかし、

本研究により、HBV-Exo を介した HBV

の感染の防御には HBs に対する中和抗

体では不十分であると考えられる。そこ

で、液性免疫だけでなく、細胞性免疫を

誘導することで、HBV-Exoを介した感染

を阻害できる新規予防ワクチンの構築

を試みた。 

HBs-L と HBc を混合した免疫原を用いることで、HBs-S と HBc を混合した免疫原よりも強

い免疫応答を誘導することが示された。さらにはカルボキシポリマーを基剤として加え、鼻粘膜

に噴霧する方法が、IgG 抗体、IgA 抗体、中和抗体および脾細胞のウイルス抗原に対する IFNg

応答を最も強く誘導できることが見出された（図 3）。 

 HBs-Lと HBcの粘膜免疫によって、強い細胞性免疫および液性免疫の誘導がみられ、本免疫

用により HBV-Exoの感染を阻害できる可能性が示された。 
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